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◇応募対象
農林水産物・食品の輸出に係わる業務に携わる団体（企業、法人、任意団体等）
又は個人。農林漁業者だけでなく、製造業者、販売業者、流通業者なども対象。
また自薦・他薦を問いません。

令和3年度近畿農政局輸出に取り組む優良事業者表彰の募集について

近畿農政局では、平成30年度より、優れた輸出事業者の取組を広く紹介することによって、我が国の農林水
産物・食品の輸出を促進するため、これら事業者に対して表彰を行っているところです。令和3年度においても、
今後の更なる輸出拡大に向け、農林水産物・食品の輸出に取り組む事業者の輸出意欲を喚起するため、
近畿農政局管内の優れた輸出事業者に対し表彰を行い、その取組を広く紹介することとします。

詳しくは
https://www.maff.go.jp/kinki/press/keiei/zigyo/211101.html

第72回日本学校農業クラブ全国大会が兵庫県で開催されました

日本学校農業クラブ連盟では、将来の農業のスペシャリストとして知識・技術等を育成する
ことを目的として「日本学校農業クラブ全国大会」を昭和25年から毎年開催されております。

全国の農業高校生らが研究成果などを競う

昨年は中止となったため2年ぶりの開催となり、今年は、10月27～28日の2日間、全国から
ブロック大会を勝ち抜いた農業高校生が参加し、兵庫県内の6市の会場に分かれ農業の知識や
技術を競いました。兵庫県での単独開催は、72年の歴史で初めてとなります。

『生産・流通・経営』分野の最優秀に贈る農林水産大臣賞は、プロジェクト発表で熊本県立
熊本農業高校のチームが、意見発表で兵庫県立但馬農業高校の植田さんがそれぞれ受賞しました。



まずは、地域で信用を得ることを第一に考えており、
岩津ねぎの経営面積も拡大していきたい。また、若者が
自分の農業をしている姿を見て、地域に根を下ろし、農
村・農地を守るきっかけになればと思っています。そし
てそんな若い仲間が一人でも多く増えることを願ってい
ます。

－どのような農業をされていますか－

大学の時に農業に興味を持ち、神奈川県の大根農家で
農業を体験し、その後総務省の事業を活用し、朝来市の
岩津ねぎ農家と出合い、３年前に本格的に同市に移住し、
岩津ねぎの生産を始めました。

〈ひさ農園 久 洋平さん〉

－新規就農したきっかけは－

朝来市で地域特産の『岩津ねぎ』を栽培されている、
ひさ農園の 久 洋平さんにお話を伺いました。

岩津ねぎは40a作付けしており、そのうちの10aは
有機栽培でマルシェ等の直販やネットで販売をしてい
ます。慣行栽培分はJA出荷で、ほかには高収益作物の
ピーマンの生産や、少量ですがミニトマト等も生産し
ています。

～岩津ねぎ栽培に奮闘中～

－今後の目標は－

結婚を機に同市斡旋の空き家に入居し、地域の担い手
として「人・農地プラン」の中心経営体となり、農水省
の「農業次世代人材投資事業(経営開始型)」も活用し、
地域とともに経営の発展を目指しています。

今は就農間もないため、経営面積も少なく、一人で
作業していることから、岩津ねぎの収穫・皮むき・梱
包等の作業時に人手が足らず、雇用の検討が必要と感
じています。

“岩津ねぎ”は、軟白ねぎと葉ねぎの兼用種で
あり、とろける甘さと柔らかさが特徴

現在、肥料原料の国際市況が上昇傾向になっていることから、農林水産省
では、肥料コスト低減に向けた取り組みの事例集をまとめ、ホームページ
で公表しました。

肥料コストを削減してみませんか？ －肥料コスト低減事例集－農業者の皆様へ

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/210528.html

①購入先の見直し、銘柄の切替②土づくり、土壌診断③施肥量低減技術

の３分野で、農家が実践しやすいものを中心に、具体的な導入メリット
等が記載されています。ぜひ、ご活用ください。

作物の栄養分となる肥料は、作物生産において必要不可欠なものであり、重要な農業生産資材の
一つですが、肥料原料のほとんどを海外に依存していますので、肥料の価格は国際市況の影響を
強く受けざるを得ません。



来年から就農する予定の息子も加え、さらに多様な作物
にチャレンジしながら、今後も増えていくことが予想され
る受託面積に対応した栽培の効率化を目指し、より発展さ
せたいと思っています。

－どのような農業をされていますか－

以前は農業にはあまり興味がなく、10年ほど会社員と
して勤めていましたが、長男ということもあり1996年
(30歳の頃)に、「マルキタ醬油」を営みながら農業をし
ている家業を継ぎました。

〈北山農産有限会社 北山高秀さん〉

－農業を始めたきっかけは？－

小野市で水稲を主体に豆類や各種野菜を栽培されている、
北山農産有限会社の代表取締役 北山高秀さんにお話を伺
いました。

米主体に多様な作物を手掛けており、大規模経営となって
いますが、従業員2名という少人数で効率よく作業しています。

～大規模経営により効率化を追求。地域農業を守りたい！～

－今後の目標や経営展開は？－

農業はやればやっただけの見返りがあり“美味しい”と言ってもらえることで、もっともっと
やる気が出てきます。また、田畑を守っているという地域の皆様からの感謝の気持ちもやりが
いとなっています。

現在は水稲（山田錦が７割程度）と豆類、露地栽培の各種
野菜、ハウスのアスパラガスなども併せて取り組んでおり、
品質のいい物をつくるためにも作物の栽培期間を効率良く組
み合わせ、農作業の平準化と年間を通じて一定の収益を確保
しています。

今後は、大規模農家と連携の上、集落営農の立ち上げに
協力しながら地域農業を守っていきたいと考えています。

露地野菜

この頃は元々の醤油製造・販売業が主で、農業は個人
経営で小規模でしたが、地域の農家の高齢化に伴い受託
面積が年々増え、2003年には法人化して取り組むよう
になりました。

近畿「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第5回）の選定結果について

・限界集落化が進む危機のなか、平成13年に「海上営農組合」を設立し、農業用
機械・施設の共同利用や基幹作業の受託を進め、棚田米をブランド化。
・高齢者の生きがいづくりのため、平成23年に、交流拠点施設「うみがみ元気村」

を開設し、女性を中心に地域食材の加工、販売、食堂営業及び交流イベントを実施。

【取組の概要】 海上区（海上営農組合、海上元気村組合）

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/211119_4.html

「集落営農プラン」に係る
ワークショップ

近畿農政局は、近畿「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」として、6地区及び1名を選定しま
した。兵庫県内では、新温泉町の海上区（海上営農組合、海上元気村組合）がコミュニティ
部門で選定されました。



兵庫の の風景

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772021.11

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記
昨年、コロナ禍で中止された日本学校農業クラブ全国大会が、兵庫県で開催されました。
農業教育の学習成果を披露する農業高校の甲子園とも称される大会で兵庫県下の農業高校からも
近畿大会から選ばれた代表が意見発表会やプロジェクト発表会等に出場されました。
意見発表会に出場された生徒さんが、畜産にかける熱い思いを述べられており、
こうした生徒さんが一人でも多く後継者として育っていただきたい。（H.T）

佐用町三日月

お正月を飾る葉牡丹の出荷が
始まっています

【近畿農政局】学生おべんとうコンクール2021

１．募集するテーマ：『学生が作る、近畿の食材の入ったお弁当！』

（少なくとも１つは近畿の食材を使用したものとします）

若いチカラで食育の環を広げよう！－地元の食材でお弁当づくり－

近畿農政局は、若い世代の食育推進と近畿の農林水産業を応援する
ため、近畿の食材を使用したお弁当の写真を募集します。

２．募集期間：令和3年11月17日(水) ～ 令和3年12月15日(水）

３．応募対象者：学生（高校生、大学生、短大生、専門学校生等）を
対象とし、個人で応募する「個人の部」と学部
学科、ゼミ、サークルなどで応募する「団体の部」
を設ける。

詳しくは

つなぐ棚田遺産の募集及び
つなぐ棚田遺産オフィシャルサポーターの募集について

ポスト棚田百選（仮称）の名称が「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～」に決定しま
した。

棚田地域の活性化や棚田の有する多面的な機能について、国民の方々の理解 と協力を得ること
を目的として、優良な棚田を認定する『つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇りを未来へ～』の推薦
地区の募集が開始されました。

◇募集期間
令和3年11月15日（月）～ 令和3年12月15日（水）

また、企業、団体等の「つなぐ棚田遺産オフィシャルサポーター」の
募集も開始されています。

◇選定基準
①農産物の供給や促進 ④良好な景観の保全
②国土の保全、水源の涵養 ⑤伝統文化の継承
③自然環境の保全 ⑥棚田を核とした地域の振興

等の視点において優良な棚田

認定された棚田は、農林水産大臣名の認定証を授与するとともに、
農林水産省ホームページにおいて公表します。

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/nihon/211115.html

https://www.maff.go.jp/kinki/press/syouhi/seikatu/211117.html

詳しくは

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/nihon/211115_9.html

詳しくは


